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鳥
取
大
学
の
活
動
報
告

乾
燥
地
の

食
料
安
全
保
障
支
え
る
人
材
育
成

　

２
０
２
５
年
10
月
13
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
鳥

取
大
学
国
際
乾
燥
地
研
究
教
育
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｒ

Ｅ
）
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立

大
学
（
Ｓ
Ｓ
Ｕ
）
か
ら
教
員
・
学
生
８
名
を
招
へ
い

し
、
農
学
部
（
湖
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
お
よ
び
乾
燥
地

研
究
セ
ン
タ
ー
（
浜
坂
地
区
）
で
研
修
を
実
施
し
た
。

　

両
大
学
で
は
、
人
材
交
流
の
活
性
化
と
研
究
基
盤

の
強
化
を
共
同
で
進
め
る
た
め
、
２
０
２
３
年
に
学

術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
翌
年
Ｓ
Ｓ
Ｕ
内
に
鳥
取
大

学
代
表
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
。
今
回
、
科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
Ｕ
か
ら
の
学
生
等
の
受
入
れ

は
本
学
と
し
て
３
回
目
で
あ
り
、
同
協
定
に
基
づ
く

連
携
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
過
去
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
交
流
で
築
い
た
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基

盤
に
、
相
互
連
携
の
さ
ら
な
る
深
化
を
図
っ
た
。

　

背
景
と
し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
気
候
変
動

に
伴
う
降
雨
パ
タ
ー
ン
の
変
化
や
人
口
増
加
等
に
よ

り
、
牧
草
地
の
荒
廃
、
耕
地
の
水
不
足
、
塩
害
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
修
は
「
乾
燥
地
に
お

け
る
食
料
安
全
保
障
強
化
と
貧
困
削
減
」
を
目
的
に
、

飼
料
作
物
お
よ
び
未
利
用
作
物
に
係
る
知
見
・
技
術

の
向
上
を
主
題
と
し
て
企
画
し
た
。
具
体
目
標
は
、

①
放
牧
地
劣
化
要
因
の
解
明
と
再
生
に
向
け
た
実

験
・
演
習
②
耐
乾
性
・
耐
塩
性
作
物
の
生
理
分
析
と

栄
養
価
評
価
③
社
会
実
装
を
進
め
る
た
め
の
普
及
ア

プ
ロ
ー
チ
の
学
習
│
│
の
３
本
柱
で
、
基
礎
か
ら
応

用
、
普
及
ま
で
を
一
体
的
に
扱
う
構
成
と
し
た
。

　

招
へ
い
前
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
打
合
せ
を
行

い
、
研
修
概
要
の
共
有
に
加
え
、
研
修
員
に
よ
る
テ

ー
マ
発
表
と
教
員
の
研
究
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
目
的
・
目
標
設
定
や
研
究
デ
ザ
イ
ン
の
共

通
理
解
を
深
め
た
。

　

来
日
後
、
初
日
は
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
、

地
域
農
業
の
現
場
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
鳥
取
県
北

栄
町
の
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
女
性
会
を
訪
問
し
た
。
地
元

女
性
農
家
に
よ
る
農
産
加
工
や
食
育
の
取
組
み
を
聞

き
取
り
し
、
米
粉
に
よ
る
ベ
ー
グ
ル
加
工
体
験
も
行

っ
た
。
研
修
員
か
ら
「
帰
国
後
に
自
身
で
も
作
り
た

い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　

２
日
目
以
降
は
学
内
で
本
格
的
な
研
修
に
入
り
、

上
述
の
３
つ
の
目
的
に
沿
っ
た
実
験
・
実
習
を
行
っ

た
。
学
習
内
容
と
し
て
は
、
牧
草
の
成
長
・
光
合
成

特
性
の
解
析
、
土
壌
分
析
、
塩
類
動
態
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
温
室
効
果
ガ
ス
測
定
な
ど
多
様
な
手
法
を
集
中

的
に
体
験
し
た
。
な
お
、
講
義
・
実
習
に
は
複
数
分

野
の
教
員
が
参
画
し
、
専
門
的
学
習
や
実
習
を
短
期

間
で
集
中
的
に
提
供
し
た
。
普
及
の
講
義
で
は
行
動

心
理
学
の
観
点
か
ら
「
技
術
が
現
場
で
採
用
さ
れ
る

条
件
」
を
議
論
し
、
研
究
成
果
を
社
会
実
装
に
つ
な

げ
る
視
点
を
共
有
し
た
。
研
究
室
横
断
の
指
導
体
制

に
よ
り
、
天
候
変
化
や
講
師
の
日
程
変
更
に
も
柔
軟

に
対
応
し
た
。

　

ま
た
、
学
習
の
場
を
越
え
た
交
流
の
機
会
も
設
け

た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
活
動
経
験
を
も
つ
本
学

学
生
が
運
営
補
助
に
入
り
、
研
究
面
・
生
活
面
の
双

方
で
相
互
理
解
を
促
進
し
た
ほ
か
、
中
日
に
は
、
教

員
企
画
の
懇
親
会
を
開
催
し
、
他
研
究
室
の
学
生
も

交
え
て
、
交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
た
。

　

研
修
の
成
果
と
し
て
、
研
修
員
は
帰
国
後
に
取
り

組
む
研
究
計
画
案
を
作
成
し
、
最
終
日
に
学
習
内
容

と
帰
国
後
の
行
動
計
画
を
発
表
し
、
修
了
証
が
授
与

さ
れ
た
。
研
修
員
か
ら
は
、
「
日
本
の
地
域
農
業
を

支
え
る
活
動
に
感
銘
を
受
け
た
」
「
最
新
機
器
を
用

い
た
実
践
的
な
実
習
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

日
本
人
学
生
に
と
っ
て
も
、
本
研
修
は
乾
燥
地
課

題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
異
文
化
環
境
で
の
研
究

科
学
技
術

振
興
機
構 

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第

480
回

＝
特
別
連
載
＝

安部 壮司
（鳥取大学

国際乾燥地研究教育機構
特命准教授）



3 第 2 8 9 5 号 （第三種郵便物認可）	 文 教 ニ ュ ー ス 2 0 2 6 年（令和 8年） 3月 9日（月曜日）

支
援
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
す
る
貴
重
な

教
育
機
会
と
な
っ
た
。
研
究
手
法
の
説
明
や
実
験
補

助
に
加
え
、
議
論
の
橋
渡
し
役
を
担
う
こ
と
で
、
国

際
共
同
研
究
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や

課
題
設
定
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

■
今
後
の
展
望

　

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
培
っ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
成
果
を
基
に
、
現
地
調
査
と
応
用
研
究

を
進
め
、
社
会
実
装
と
政
策
形
成
に
貢
献
す
る
取
り

組
み
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
２

０
２
５
年
12
月
に
は
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話

の
た
め
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
訪
日
し
た
シ
ャ
フ

カ
ッ
ト
・
ミ
ル
ジ
ヨ
ー
エ
フ
大
統
領
と
松
本
洋
平
文

部
科
学
大
臣
、
主
要
大
学
長
と
の
会
合
が
東
京
で
行

わ
れ
、
本
学
か
ら
も
原
田
省
学
長
が
参
加
し
た
。
会

合
で
は
、
鳥
取
大
学
が
30
名
以
上
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
学
生
・
若
手
研
究
者
を
受
け
入
れ
、
教
育
・
研
究

を
共
同
で
進
め
て
き
た
こ
と
、
乾
燥
地
研
究
の
拠
点

と
し
て
本
学
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

２
０
２
６
年
度
か
ら
は
本
学
の
大
学
院
生
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｕ
で
従
事
予

定
で
あ
り
、
日
常
的
な
研
究
連
携
・
人
材
育
成
の
接

点
が
拡
大
す
る
。
社
会
実
装
の
場
と
し
て
、
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
デ
イ
（
農
家
が
郊
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
一
同

に
会
す
る
現
地
研
修
）
を
共
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
や
知
見
を
農
家
、
普
及
機
関
、
行
政
へ
循
環
さ
せ

る
。
長
期
的
に
は
、
取
り
組
み
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に

よ
る
広
域
展
開
や
政
策
提
言
も
視
野
に
入
れ
た
い
。

最
終
便
益
者
で
あ
る
住
民
（
大
半
が
小
規
模
農
家
）

が
農
業
収
益
性
、
生
計
、
持
続
性
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
土
壌
劣
化
か
ら
の
回
復
や
バ
イ
オ
マ
ス
改
善
を

通
じ
た
環
境
負
担
低
減
と
、
農
業
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
お

よ
び
所
得
向
上
を
同
時
に
志
向
す
る
、
新
た
な
持
続

的
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

鳥取大学農学部での実験手法に係る学習 ＪＡ鳥取中央女性会での研修

最終日には修了証が授与された 草地を想定した温室効果ガス測定の学習




